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後
の
世
か
け
て
車
僧
。
〳
〵
。
常
寐
の
眠
り
い
つ
ま
で
。

降
り
曇
る
。
空
は
小
倉
の
嶺
の
雪
。
〳
〵
。
散
る
や
嵯
峨

野
の
嵐
山
。
滝
の
響
も
声
添
へ
て
。
重
な
る
雲
の
大
井
川
。

筏
の
床
の
浮
枕
。
片
敷
く
袖
も
白
妙
の
。
空
も
程
な
く
廻

る
日
の
。
西
山
本
に
着
き
に
け
り
。
〳
〵
。

暫
く
此
所
に
車
を
立
て
。
四
方
の
気
色
を
詠
め
う
ず
る
に

て
候
。

如
何
に
車
僧
。

「「「「「「「「「「「

ワ
キ
次
第歌詞

シ
テ
詞

ワ
キ
詞

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ詞

シ
テ

何
事
ぞ
。

浮
世
を
ば
。

浮
世
を
ば
。

浮
世
を
ば
。
何
と
か
廻
る
車
僧
。
ま
だ
輪
の
内
に
在
り
と

こ
そ
見
れ
。

浮
世
を
ば
廻
ら
ぬ
物
を
車
僧
。

乗
り
も
得
る
べ
き
我
あ
ら
ば
こ
そ
。

乗
り
も
得
る
べ
き
わ
が
あ
ら
ば
こ
そ
と
云
ふ
は
誰
そ
。
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空
堂
風
涼
し
。

我
名
の
み
高
雄
の
山
に
言
ひ
立
つ
る
。

人
は
愛
宕
の
嶺
に
住
む
な
。

さ
て
御
僧
の
住
家
は
。

一
所
不
住
。

車
は
如
何
に
。

火
宅
の
出
車
。

廻
れ
ど
。

「「「「「「「「「「「「「「「
ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ地

廻
ら
ず
。

押
せ
ど
。

押
さ
れ
ず
。

引
く
も
。

引
か
れ
ぬ
。

車
僧
の
。

三
界
無
安
猶
如
火
宅
を
ば
。
出
で
た
る
三
つ
の
車
僧
か
な
。

廻
る
も
直
な
る
道
な
り
け
り
。
あ
ふ
乗
り
得
た
り
乗
り
得
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た
り
。

見
聞
く
人
。
心
空
な
る
雲
水
の
。
〳
〵
。
深
立
つ
空
も

冷
ま
し
く
。
嵐
も
声
々
に
愛
宕
山
。
嶺
と
よ
む
ま
で
響
き

合
ひ
て
。
車
路
は
無
け
れ
ど
も
。
我
住
む
方
は
愛
宕
山
。

太
郎
坊
が
庵
室
に
。
御
入
り
あ
れ
や
車
僧
と
。
呼
ば
ゝ
り

て
夕
山
の
。
黒
雲
に
乗
り
て
上
り
け
り
。
〳
〵
。
（
中
入
）

愛
宕
山
。
樒
が
原
に
雪
積
り
。
花
摘
む
人
の
跡
だ
に
も
な

し
。

「「「「「「「
地

後
ジ
テ
一
声詞地

シ
テ地

シ
テ

実
に
雪
中
に
山
路
な
し
。
さ
て
車
輪
は
如
何
に
車
僧
。
我

程
貴
き
者
あ
ら
じ
と
。
慢
心
の
心
路
跡
な
か
ら
ん
や
。
然

ら
ば
無
着
法
欲
心
に
。
引
く
か
移
る
か
車
僧
。
魔
道
に
も

心
を
寄
せ
よ
車
僧
。

善
悪
二
つ
は
両
輪
の
如
し
。

仏
法
あ
れ
ば
世
法
あ
り
。

煩
悩
あ
れ
ば
菩
提
あ
り
。

仏
あ
れ
ば
衆
生
も
あ
り
。
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車
僧
あ
れ
ば
。

太
郎
坊
の
行
者
も
有
り
。

祈
ら
ば
祈
る
べ
し
。
行
ぜ
ば
行
徳
も
。
劣
る
ま
じ
と
よ

〳
〵
。
い
ざ
車
僧
行
く
ら
べ
せ
ん
。

如
何
に
汝
妨
ぐ
る
と
も
。
そ
れ
に
は
寄
ら
じ
争
は
じ
。
我

は
も
と
よ
り
不
増
不
滅
。
あ
ら
お
も
し
ろ
の
時
節
や
な
。

実
に
お
も
し
ろ
き
時
節
な
ら
ば
。
雪
中
に
車
を
廻
ら
し
。

嵯
峨
野
の
原
に
い
ざ
遊
ば
ん
。

「「「「「「「「「「
地

シ
テ地

ワ
キ
詞

シ
テ
詞

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

遊
ば
ゝ
遊
べ
糸
ゆ
ふ
の
。
我
心
を
ば
引
か
れ
め
や
。

な
ど
か
は
引
か
で
有
る
べ
き
と
。
標
を
振
り
上
げ
車
を
打

つ
。

あ
ふ
車
を
打
た
ば
行
く
べ
き
か
。
牛
を
打
た
ば
行
く
べ
し

や
。

実
に
〳
〵
車
は
心
な
し
。
さ
て
牛
を
打
た
ん
も
有
ら
ば
こ

そ
。

愚
や
汝
人
牛
の
道
。
見
え
た
る
牛
を
ば
な
ど
打
た
ぬ
。
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見
え
た
る
牛
と
は
さ
て
如
何
に
そ
も
人
牛
は
。

打
つ
と
も
行
か
じ
。

さ
て
御
僧
の
打
た
ば
行
く
べ
き
か
。

中
々
の
事
。
い
で
〳
〵
さ
ら
ば
露
地
の
白
牛
を
打
つ
て
見
せ

ん
と
。
払
子
を
上
げ
て
虚
空
を
打
て
ば
。

不
思
議
や
な
此
車
の
。
〳
〵
。
ゆ
る
ぎ
迴
り
て
今
ま
で
は
。

足
弱
車
と
見
え
つ
る
が
。
牛
も
無
く
人
も
引
か
ぬ
に
。
易
々

と
遣
り
か
け
て
。
飛
ぶ
車
と
ぞ
な
り
た
り
け
る
。

「「「「「「「「「「「
シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ地

ロ
ン
ギ
地

シ
テ地

シ
テ地

シ
テ

小
車
の
。
山
の
蔭
野
の
道
す
が
ら
。
法
の
道
の
辺
遊
行
し

て
。
貴
賤
の
利
益
な
す
と
か
や
。

所
か
ら
。
こ
ゝ
は
浮
世
の
嵯
峨
な
れ
や
。
雪
の
古
道
跡
ふ

か
き
。
車
の
わ
だ
ち
は
足
引
の
。
大
雪
に
は
よ
も
行
か
じ
。

実
に
雪
山
の
道
な
り
と
。
法
の
車
路
平
ら
か
に
。

行
く
か
行
か
ぬ
か
此
原
の
。

草
の
小
車
雨
添
へ
て
。

打
て
ど
も
行
か
ず
。
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と
む
れ
ば
進
む
。

此
車
の
。

法
の
力
と
て
。
嵯
峨
小
倉
大
井
嵐
の
。
山
河
を
飛
び
翔
つ

て
。
眩
惑
す
れ
ど
も
騒
が
ば
こ
そ
。
誠
に
奇
特
の
車
僧
か

な
。
あ
ら
貴
や
恐
ろ
し
や
と
。
魔
障
を
和
ら
げ
大
天
狗
は
。

合
掌
し
て
こ
そ
失
せ
に
け
れ
。
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地

シ
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